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千駄木にある日本医科大学付属病院では、1990年に「形成外科学」
講座が開設され、文入正敏先生が初代主任教授、二代目は百束比古先
生、2015年4月から小川令先生が三代目主任教授を務めています。

日本医科大学形成外科学教室は4つの大学付属病院に診療科をもっ
ており、千駄木の付属病院、武蔵小杉病院、千葉北総病院、多摩永山病院
に合わせて45人が常時勤務しています。十分なマンパワーがありますの
で、大学院進学や留学の希望を叶えることができます。また、付属病院に
は、留学生が絶え間なく来ており、学内で最も外国人留学生を受け入れ
ている教室となっています。

4年前より千駄木の付属病院では診療科名を「形成外科・再建外科・
美容外科」といたしました。狭義の「形成外科」は先天異常の外科、保守
本流の形成外科で、唇裂・小耳症・合指症など先天的なマイナスをゼロに
戻す治療です。「再建外科」とは熱傷や外傷、癌や糖尿病などの疾病で
失った組織をつくる、すなわち後天的なマイナスをゼロに戻す治療です。
「美容外科」は医学的には正常なものをプラスにする医療です。狭義の
「形成外科」の対象となる子供たちの治療には、両親の心のケアも大切で
す。「再建外科」の患者さんは、元々正常であった部位を失うショックも大
きく、今より良くなるという「希望」が大切です。「美容外科」の患者さんは
始まりが解剖学的に正常ですから、エンドポイントを相談しながら少しず
つ前進することが大切です。これら３つの科は、来院する契機と患者さん
の気持ちが全く異なるわけですが、マイナスからプラスまで整容・機能の
獲得を目的とする「理念」そして「手術手技」が共通なので広義の「形成外
科」としてまとまっているわけで、これらの違いをしっかりと認識して、患
者さんのQuality of Life（QOL）に貢献するという日本医科大学形成外科
学教室の理念が、「形成外科・再建外科・美容外科」という診療科名に反
映されています。

千駄木地区では、メカノバイオロジー・メカノセラピー研究室、瘢痕・ケ
ロイド解析グループ、創傷治癒・分子間相互作用解析グループ、電子顕微
鏡解析グループに別れ、互いに密に連携しながら切磋琢磨しています。
平成 2 9年度革新的先端研究開発支援事業ユニットタイプ
（AMED-CREST）に、教室が推進しておりますメカノバイオロジー・メカノ
セラピーの研究課題が採択されました。申請テーマは「周期的圧刺激に
よって制御される血管新生のシグナル伝達機構の解明-非接触超音波を
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会員の論文が Wound Repair and Regeneration の Volume27 Issue No.6に掲載されました。論文
名、会員の著者は下記の通りです。

投稿規程に関しましては、Wiley Online Library の本ジャーナルホームページの機関誌概要下に
ある濃緑色のナビゲーションバーより、<CONTRIBUTE> ⇒ <Author Guidelines> と進んでいただく
か、以下のURLへアクセスして入手してください。

https://onlinelibrary.wiley.com/page/journal/1524475x/homepage/forauthors.html

　なお、投稿方法は、ホームページからのオンライン投稿（要ログイン）となっております。

“The beneficial effect of traditional Japanese herbal (Kampo) medicine, Hochu-ekki-to 
(Bu-Zhong-Yi-Qi-Tang), for patients with chronic wounds refractory to conventional 
therapies: A prospective, randomized trial”, (Wound Repair and Regeneration, 27:6, 
P.672 – 679)

力久 直昭 先生

WRRに会員の論文が掲載されました

（千葉大学医学部附属病院 形成美容外科）

用いた創傷治療法の開発をめざして-」です。患者さんファーストの最善の医療を提供すべく、そのために
必要な基礎研究が推進できる環境を整えています。

現在、日本医科大学形成外科学教室は、５つの理念をかかげています。

得意分野が異なる人たちが集まり、余力をもってやりたいことに力を注ぎ、お互いが手をつないで足り
ない部分を補い合う、そんな教室運営を目指して、私も、ジェネレーションギャップに負けず、頑張っており
ます。

この度、日本創傷治癒学会の評議員を拝命致しました。微力ではございますが、本学会の益々の発展に
貢献できるよう精進する所存でございますので、今後ともご指導ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。

Credibility
（医療の信頼性）

Diversity
（教室員の多様性）

Leadership
（学術のリーダーシップ）

Novelty
（研究の新規制）

Internationality
（教育の国際性）
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医療機器承認番号：22900BZX00204000

NOTE: Specific indications, contraindications, warnings, precautions and safety information exist for KCI 
products and therapies. Please consult a clinician and product instructions for use prior to application.  
©2015, 2018 KCI Licensing, Inc. All rights reserved. Unless otherwise designated, all trademarks are proprietary to KCI Licensing, Inc., 
its affiliates and/or licensors.PRA-PM-JP-00012 (05/18)
ⓇはKCIの登録商標です。

V.A.C. VERAFLO® Therapy
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Lessing MC, et al. Negative Pressure

Wound Therapy With Controlled Saline
Instillation (NPWTi): Dressing Properties

and Granulation Response In Vivo.
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